
以
上

シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

東
京
美
術
學
校
長
正
木
直
彦
殿

東
京
美
術
學
校

依
獨
者
心
得

一
凡
物
品
製
作
ノ
代
金
ハ
前
納
ト
シ
契
約
ノ
ト
キ
之
ヲ
納
付
ス
ベ
シ

但
工
事
＝
―
ヶ
月
以
上
二
渉
ル
モ
ノ
ハ
工
事
中
便
宜
敷
回
二
分
チ
納
付
七

一
物
品
製
作
中
依
隅
者
二
於
テ
萬
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
都
合
ア
リ
テ
中
止
解
約

ヲ
申
出
ツ
ル
ト
キ
ハ
前
納
金
ノ
仕
彿
残
金
卜
着
手
中
ノ
材
料
等
ハ
其
儘
之

ヲ
依
閲
者
へ
引
渡
｀
ぞ
依
嘘
者
二
於
テ
別
二
責
任
ヲ
負
フ
コ
ト
ナ
カ
ル
ペ
シ

一
天
災
火
難
其
他
抗
拒
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
事
故
ニ
ョ
リ
本
校
二
於
テ
工
事
ヲ
緻

績
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
前
納
金
ノ
仕
彿
残
金
卜
着
手
中
ノ
材
料
等

ヲ
依
嘘
者
二
引
渡
ス
ニ
止
リ
東
京
美
術
學
校
二
於
テ
他
二
責
任
ヲ
負
フ
コ

ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
叉
同
上
ノ
事
故
二
依
リ
製
作
物
ヲ
損
傷
、
ン
之
ヲ
回
復
ス

ル
ニ
製
作
代
債
ノ
十
分
ノ
一
以
上
ノ
増
費
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ニ
其
十
分
ノ
一

ニ
超
過
ス
ル
所
ノ
金
額
ハ
依
騒
者
二
負
据
ト
ス

一
凡
工
事
二
闊
、
ン
製
作
代
金
ノ
内
ヲ
以
テ
使
用
ス
ル
費
途
ハ
東
京
美
術
學
校

ニ
於
テ
任
意
二
之
ヲ
措
辮
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
依
嘱
物
品
竣
成
ノ
上
ハ
本
校
ョ
リ
其
旨
ヲ
依
啜
者
二
通
知
シ
本
校
二
於
テ

之
ヲ
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

契
約
証
の
方
に
「
明
治
四
十
年
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
書
式
が
制
定
さ
れ
た
時
期
が
分
か
る
。
こ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
契
約
証
、
依

會
計
主
幹
本
問

金
之
助
（
印
）
〕

御
衝
立

製
作
費

製
作
者
の
う
ち
図
案

衝
立
製
作

〔
円
]

七
一
六
八
、

一
七
〇

康
者
心
得
と
も
に
現
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
述

(471
頁
）
の
よ
う
に
昭
和
五

年
に
改
正
さ
れ
、
同
十
年
に
は
新
た
に
「
依
嘱
製
作
二
関
ス
ル
内
規
」
が
設
け

ら
れ
る
。皇

室
行
事
関
係
の
依
嘱
製
作

大
正
、
昭
和
期
の
正
木
校
長
在
任
中
の
時
期
は
、
皇
室
関
係
の
依
嘱
製
作
事

業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
年
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
正
四
年
十

一
月
十
日
の
御
大
礼
（
大
正
天
皇
即
位
式
）
、
翌
五
年
十
一
月
三
日
の
裕
仁
親

王
立
太
子
礼
の
際
に
は
、
本
校
は
宮
内
省
、
東
京
市
そ
の
他
か
ら
種
々
の
美
術

工
芸
品
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
自
大
正
四
年
至

五
年
東
京
市
依
嘱
製
作
書
類
」
「
大
正
五
年
宮
内
省
依
託
製
作
書
類
」
が

現
存
し
て
い
る
の
で
、
製
作
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
第
二
巻

に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
抜
粋
を
記
し
て
お
く
。

0
東
京
市
依
嘱

⑫
 

島
田
佳
牟

由
井
彦
太
郎
、
海
野
清
、

平
田
宗
幸
、
堆
朱
楊
成
、

飯
田
藤
次
郎
ほ
か

「
奉
献
御
衝
立
製
作
仕
様
書

一
御
衝
立
総
高
七
尺
二
寸
横
八
尺
七
寸
枠
井
二
足
共
桑
地
仕
立

表
面
桐
柾
目
地
一
面
二
砂
子
蒔
ヲ
ナ
ン
中
央
五
尺
二

三
尺

四
寸
ノ
横
額
二
東
京
市
現
勢
地
図
ヲ

ニ
分
一
ノ
縮
尺

二
描

キ
嵌
入
シ
其
周
囲
二
扇
面
地
紙
形
十
五
枚
二
十
五
区
ノ
名
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小
石
川
区

本
郷
区

下
谷
区

浅
草
区

本
所
区

深
川
区

万
歳
楽
刺
繍

東
京
砲
兵
工
廠

東
京
帝
国
大
学

上
野
公
園

浅
草
観
音
堂

向
島
深
川
木
場

鎚
起
原
図

小

堀

靭

音

板
谷
涛
川
平
田

宗
幸

日
本
橋
区

京
橋
区

七
宝

春夏

江

戸

橋

秋

大
根
河
岸
（
京
橋
ョ
リ
）
夏

鏑
木

墨

佐

竹荒
木

十
畝
永
陵

彫
金
木
象
嵌

鋳
金
陶
磁

大
島

如
雲
波
山
惣
助

技
術
家
ノ
分
担
左
ノ
如
シ

麹
町
区
靖
国
神
社
（
大
鳥
居
）

神

田

区

神

田

明

神

海

野

勝

瑕

由

井

長

牛
込
区

牛
込
神
楽
坂

白
山

四
谷
区

麻
布
区

赤
坂
区

東
京
天
文
台

青
山
練
兵
場

四
谷
見
付

木
彫
牙
彫
彫
金
蒔
絵

塚
田

ト
ナ
ス

更
二
色
紙
形
十
五
ヲ
机
甲
板
二
七
料
紙
函
台
表
二
五
硯
函
台
表

ニ
三
二
分
チ
テ
配
置
ョ
ク
排
列
シ
之
二
東
京
市
十
五
区
ノ
名
勝
ヲ
撰
ヒ
東

京
市
在
住
ノ
画
家
十
五
名
ヲ
シ
テ
写
景
セ
シ
メ
之
ヲ
刺
繍
ト
ナ
シ
各
文
机

ノ
甲
板
井
二
料
紙
函
硯
函
ノ
外
面
二
嵌
入
ス
ル
コ
ト

竹
内
三
浦

光
風
秀
鏡
松
哉

金
透
シ
裂
地
二
蝶
鳥
ノ
模
様
ヲ
裂
地
卜
同
色
ノ
絲
ヲ
以
テ
刺
繍
シ
テ
地
紋

久

日
本
橋
区
日
本
橋
魚
市
場

京

桶

区

佃

島

芝

区

芝

浦

磁
器

豊
川
香
川
宮
智
加
藤

陶
寿

螺
釧
彫
金
布
目
象
嵌

一
男

神
田
区

扇
面
地
紙
形

麹
町
区

地
図

ス

宮
城
二
重
橋

神
田
須
田
町

彫
漆

楊
成
楊
渓
勝
広

製
図

技
術
家
ノ
分
担
左
ノ
如
シ

監
修

堆
朱

小

倉

倹

司

今
村
巳
之
助

勝
ヲ
撰
ヒ
東
京
市
在
住
ノ
美
術
工
芸
ノ
名
匠
ヲ
シ
テ
各
自

其
技
術
ヲ
以
テ
表
出
セ
シ
メ
テ
配
置
ョ
ク
嵌
入
ス

裏
面
金
無
地
綴
織
地
、
漫
歳
楽
ノ
舞
姿
ヲ
刺
繍
シ
テ
貼
付

0
同

一
御
硯
函

五
分

製
作
者
の
う
ち
図
案

机
、
函
製
作

一
御
料
紙
函

刺
繍

田
中

製
作
費
三
―

-
0円

頼
障
清
方

印

脚
高
九
寸

飯
田
藤
次
郎

以
上
記
載
ノ
外
総
テ
図
案
ノ
通
」

御
文
机
、
御
料
紙
函
、
御
硯
函

島
田
佳
突

星
野
克
勤
斎
、
伊
東
貞
文
、
根
岸
源
治
郎
、

柳
原
忠
克
ほ
か

「
奉
献
御
文
机
御
料
紙
函
御
硯
函
製
作
仕
様
書

一

御

文

机

桑

木

地

長

―――尺
二
寸
巾

一
尺
三
寸
五
分

金
具
赤
銅
台
金
小
縁
透
彫

桑
木
地
長
一
尺

一
寸
巾
八
寸
八
分
高
四
寸
一
分

載
台
銀
覆
輪
付

桑
木
地
長
八
寸
巾
六
寸
七
分
印
載
台
銀
覆
輪
付

銀

製

水

滴

桑

軸

筆

二

本

桑

軸

刀

子

一

本

桑

軸

紙
透

一
本

桑

墨

挟

一

挺

添
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0
同

外
箱
紐嚢

銀
製
網
代
目
籠
形
菓
子
器

台
製
作

製
作
者

図
案
鉢
製
作

0
元
大
礼
使
典
儀
部
依
嘱

山
内
三
門
（
ノ
雪
景
）

一
本
杉

氷
川
神
社

須
賀
神
社

陸
軍
士
官
学
校

関
口
水
道

聖
堂
（
仰
高
門
）

上
野
清
水
堂
（
雨
景
）
秋

待

乳

山

雪

景

冬

晏

墨
田
堤
（
竹
屋
ョ
リ
三
廻
リ
ヲ
見
ル

春秋

翠
雲
秀
畝

高

取

稚

成

尾

形

月

耕

荒

木

探

令

乗
合
船
）

結

城

素

明

山

田

敬

中

菅
原
直
之
助

銀
製
花
盛
鉢
四
個

〔円〕

製
作
費
一
八
三

0
、
三
六

0

島
田
佳
突
、
千
頭
庸
哉

東
台
美
術
会
製
作
部
（
代
表
者
宮
本
一
一
七
郎
）

八
巻
於
菟
三
、
野
口
六
三
、
神
谷
教
親

芦
沢
鴻
次

青
柳
謹―――

佐
藤
伊
一―一
郎
、
道
明
新
兵
衛

女
子
職
業
学
校
、
大
村
喜
代
次

〔円
〕

二
0
個

製

作
費
一―――――
九
、
五
一―10

深
川
区

剌
繍

以
上
記
載
ノ
外
総
テ
図
按
ノ
通
」

越
中
島
（
ノ
月
）

墨

美
術
工
芸
品
の
製
作
は
、
こ
の
よ
う
に
本
校
教
官
の
み
な
ら
ず

外

部

の

作

家
、
業
者
が
多
数
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
御
紋
付
梨
子
地
太
刀
掛
の
蒔
絵
は
漆

牛
込
区

小
石
川
区

本
郷
区

下
谷
区

浅
草
区

本
所
区

0
同

0
同

御
紋
付
梨
子
地
太
刀
掛
（
勅
任
官
用
）

〔円
〕

製
作
費
一
三
、
七
一
九
、
八
五

0

製

作

者

主

任

白

山

松

哉

、

助

手

堀

井

政

吉

木
地
岩
本
峯
蔵
、
木
地
塗
古
宮
蓮
真

蒔

絵

白

山
松
哉
、
堀
井
政
吉

蒔
絵
助
手
漆
工
科
卒
業
生
高
野
重
人
、
古
河
茂
一
、
河

面
冬
一
、
竹
森
好
文
、
井
ノ
ロ
徳
次
郎
、
吉
田

弥
太
郎
、
松
林
亥
――
一郎
、
井
上
大
次
郎
、

香
川

源
四
郎
、
河
野
順
一
、
吉
野
富
雄

同
科
生
徒
鶴
田
恒
二
郎
、
竹
村
猛
、

三
好
政
次
、

田
口
啓
次
郎
、
高
山
光
明
、
福
沢
健
一
、
辻
正

作
、
加
藤
真
、
高
井
栄
四
郎
、
北
森
角
二
、
松

田
権
六

御
紋
付
金
銀
盃
製
作
者

四
谷
区

夏夏秋春

麻
布
区

赤
坂
区

冬

墨

春

芝
区

冬

墨

小
坂
松
林
村
田
松
岡
小
室
池
上

桂
月
丹
陵
映
丘

芝
田

製
作
者

0
宮
内
省
依
嘱
御
紋
付
一ニ

ッ

組

金

盃

四

0
組

「円
〕

製
作
費
一

、
三
五
二
、
七
五
〇

製

作

者

盃

平

田

宗

幸

箱

小

林

休

斎

三
ッ
組
二
個
、

三
ッ
組
一二
個

小
場
恒
吉

平
田
宗
幸
、
石
田
英

一

盃 図
案

山
崎
也
吉

八
九
個

製
作
費

一
五
二
円
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帝国学士院賞を受賞した大村西崖

0
大
村
教
授
の
學

士
院
賞
受
賞
既

う
に
記
さ
れ
た
。

「
芸
苑
彙
報
」
の
欄

に
は
授
賞
式
と
祝
賀

会
の
模
様
が
次
の
よ

工
科
総
掛
か
り
で
昼
夜
兼
行
の
製
作
を
行
い
、
生
徒
も
先
翡
た
ち
と
と
も
に
手

伝
っ
て
製
作
の
実
施
勉
強
を
し
た
。

⑬

大
村
西
崖

『
密
教
発
達
志
』
の
帝
国
学
士
院
賞
受
賞

本
校
東
洋
美
術
史
担
当
教
授
に
し
て
生
徒
監
の
大
村
西
崖
は
本
務
の
傍
ら
東

洋
古
美
術
研
究
書
の
執
箪
お
よ
び
出
版
事
業
に
つ
と
め
、
大
正
四
年
に
は
『
支

那
美
術
史
彫
塑
篇
』
（
仏
書
刊
行
会
図
像
部
発
行
）
を
著
し、

次
い
で
同
七
年
に

は
『
密
教
発
達
志
』
（
同
前
）
を
著
し
た
。
後
者
は
長
年
に
亙
る
密
教
研
究
に
よ

り
そ
の
蘊
蓄
を
傾
け
て
完
成
し
た
大
著
で
、
出
版
を
機
に
西
崖
は
本
校
内
外
の

希
望
者
を
集
め
て
翌
八
年
一
月
八
日
以
降
一
年
間
に
亙
り
、
第
一
講
義
室
で

「
密
教
美
術
史
」
の
特
別
講
演
を
行
な
っ
た
。
次
い
で
同
九
年
五
月
一二
十
日
、

西
崖
は
本
書
に
よ
り
帝
国
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
第
三
号
に
は
こ
の

こ
と
が
大
き

く
採
り
上
げ
ら
れ
、
ま
ず
大
礼
服
姿
の
西
崖
の
写
真
が
口
絵
に
掲
げ
ら
れ
、
「
授

賞
審
査
要
旨
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
次
い
で
西
崖
の
漢
文
「
拙
著
蒙
學
学
士
院
選

奨
諸
友
投
簡
寄
頌
或
張
宴
賀
之
乃
賦
七
言
廿
韻
以
叙
懐
兼
言
謝
」
の
一
篇
が
載

せ
ら
れ
、
さ
ら
に

記
の
如
<
-帝
國
士
學
院
本
年
度
第
一
部
の
學
士
院
賞
は
本
校
の
大
村
教
授
に

擬
せ
ら
れ
た
る
が
、
愈
々
五
月
三
日
の
一帝
國
學
士
院
部
會
に
於
て
巻
頭
記
載

の
要
旨
に
よ
り
授
賞
と
決
定
し
（
五
月
十
日
官
報
）
五
月
三
十
日
午
前
十
時

よ
り
本
校
大
講
堂
に
於
て
朝
野
の
高
官
名
士
會
員
参
列
の
上
、
盛
大
な
る
授

賞
式
を
畢
行
さ
れ
、
席
上
文
學
博
士
村
上
専
精
氏
は
授
賞
の
理
由
を
説
明
さ

れ
、
大
村
教
授
は
賞
牌
賞
記
及
金
登
千
圃
を
満
堂
の
拍
手
裡
に
受
領
さ
れ
た

り
、
教
授
は
本
校
第
一
回
の
卒
業
生
に
し
て
、
博
士
中
の
博
士
と
稲
せ
ら
る

4

極
少
敷
の
學
者
が
受
く
可
き
名
唇
を
荷
は
れ
た
る
は
母
校
同
窓
一
同
の
最

も
欣
喜
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。

0
同
上
祝
賀
會
授
賞
式
の
夕
午
後
五
時
よ
り
、
豫
ね
て
正
木
〔
直
彦
〕
校

長
、
白
井
〔
雨
山
〕
、
白
濱
〔
徴
〕
、
結
城
〔
素
明
〕
諸
教
授
鈴
川
〔
信
一
〕

諧
師
溝
口
禎
次
郎
氏
其
他
朝
野
の
名
士
學
者
の
装
起
に
依
る
祝
賀
會
は
上
野

精
蓑
軒
に
於
て
畢
行
さ
れ
た
り
、
定
刻
過
ぎ
、
来
會
者
百
六
十
名
は
階
下
大

食
堂
に
集
合
し
開
宴
し
、
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー
ス
に
入
る
や
、
登
起
人
側
を
代

表
し
て
正
木
校
長
祝
辟
を
述
べ
ら
れ
、
次
で
大
村
教
授
の
答
僻
あ
り
、
次
ぎ

に
特
に
上
京
参
列
せ
ら
れ
た
る
櫂
田
雷
斧
師
は
宗
赦
家
の
立
場
よ
り
赦
授
を

激
賞
し
、
次
に
又
玄
盟
社
を
代
表
し
て
奥
宮
正
治
氏
祝
辟
を
述
べ
ら
れ
績
い

て
赤
利
雪
邦
氏
等
の
祝
僻
あ
り
、
未
曾
有
の
盛
會
を
極
め
た
り
。

校
友
会
文
芸
部
発
足

明
治
四
十
年
代
か
ら
大
正
は
じ
め
に
か
け
て
活
発
な
活
動
を
続
け
た
校
友
会

文
学
部
（
第
二
巻
3831396
頁
参
照
）
は
次
第
に
衰
え
た
が
、
大
正
九
年
三
月
に
再

び
文
芸
愛
好
家
有
志
が
集
ま
り
、
文
芸
部
と
し
て
体
制
を
立
て
直
し
た
。
そ
こ

で
定
め
ら
れ
た
規
則
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

⑭ 
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